
将棋を通して
生活を豊かに

～「棋士のまち加古川」で育ち、生活して～



将棋の参加人口
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年代別の参加人口
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将棋をはじめた年代
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10～14歳が最多の38%

続いて5～9歳の30%

15歳未満で7割を占める



将棋界の疑問

棋士はどうすればなれるの？

棋士って何人いるの？

収入はどこから？



棋士はどうすればなれるの？
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棋士って何人いるの？
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収入はどこから？

日本将棋連盟からの対局料や賞金

将棋教室の運営

書籍の執筆など



将棋の魅力

誰でもできる！

いつでもできる！

色々できる！



動き方
４種類のみ

引用元 Konangame.jp



では問題！ １手詰



棋士のまち加古川

加古川出身、在住

ゆかりの棋士が7人



棋士のまち加古川の取り組み

加古川青流戦の開催

将棋イベントの開催

小学校での授業

将棋教室の支援



加古川青流戦

第14期の決勝が
先月に鶴林寺で開催

今年の優勝者は
上野裕寿四段

加古川市出身！



将棋イベントの開催

加古川将棋フェスタ
毎年１月に開催

タイトル戦の誘致
棋士との交流会



小学校での授業

市内の小学校に
棋士が訪問授業



将棋教室の支援
 将棋教室(初級)

駒の進め方から実践対局ができるまでの初級レベルの教室を開催します。
◆日程 5月～2月原則第1・3月曜日
◆時間 17時15分～18時30分
◆場所 かこがわ将棋プラザ(ヤマトヤシキ7階)
◆対象 小学生以上の初心者

 将棋教室(中級)

基本的な手筋や囲い方、崩し方また受け方などより実践的な中級レベルの教室を開催
します。
◆日程 9月～1月原則第1・3木曜日
◆時間 17時30分～18時45分
◆場所 かこがわ将棋プラザ(ヤマトヤシキ7階)
◆対象 小学生以上の駒の動かし方など一通りのルールがわかる方

加古川市ウェルネス協会https://kakowell.jp/

 加古川西公民館

 別府公民館

 野口公民館



今後の課題

将棋人口の減少対策

⇒ルールを知らない小学生への普及活動

地域の方々への還元

⇒地域福祉への貢献


	スライド 1: 将棋を通して 　　生活を豊かに
	スライド 2: 将棋の参加人口
	スライド 3: 年代別の参加人口
	スライド 4: 将棋をはじめた年代
	スライド 5: 将棋界の疑問
	スライド 6: 棋士はどうすればなれるの？
	スライド 7: 棋士って何人いるの？
	スライド 8: 収入はどこから？
	スライド 9: 将棋の魅力
	スライド 10: 　動き方 　　４種類のみ
	スライド 11: では問題！　１手詰
	スライド 12: 棋士のまち加古川
	スライド 13: 棋士のまち加古川の取り組み
	スライド 14: 加古川青流戦
	スライド 15: 将棋イベントの開催
	スライド 16: 小学校での授業
	スライド 17: 将棋教室の支援
	スライド 18: 今後の課題

